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５月１７日　午後１時半コラボ滋賀の宇田博士の講演会は農家や一般参加者にも分かり易く大成功に終わりました。
「農業は面白ない、もう終わり」と日本農家の高齢化の典型である岐阜に８０歳以上の農家の方たちの嘆きが聞かれました。
「何言ってるんですか、農業ほど面白くて儲かるものありません」と話しましたら、「塩まき」やってみると重い腰を上げました。半信半疑の
出だしが、こんな面白いこと止められないに、今変わっています。
「米は龍の目を始め三種類、３０Ｋｇ　二万円で収穫前から予約完売。富有柿は９個４千円で飛ぶように売れています。」８０歳の新進気鋭のグループの大活躍で高齢化農業の暗いイメージを元気で明るい高齢化社会に変化しました。
直接消費者に売れれば、農協におさめる金額の二倍から四倍の値段で完売できます。お米は広島県庄原、郡上八幡、岐阜など大体どの地域でもトップレベルの品質の美味しさで売れています。そしてどのケースもお客さんの方から買いたいと言ってきます。つまり営業がいらないのです。

それには、やはり５年くらいの辛抱はしなければなりません。庄原のＭさんの場合は最初四反から始めて現在（約１０年）四町歩のお米が直売で１Ｋｇ７００円収穫から半年以内で完売です。全て口コミで約１７０人の固定客、お米屋さんルートの上客と、お付き合いでの農協


	　　　　　　　　　　　　
 （５％程度）と言う内訳です。
走り高跳びの記録は世界記録でも２Ｍ４５Ｃｍ

棒高跳びは６Ｍ１４Ｃｍです。棒を持てば３倍の高さに到達します、つまり障害者の方が塩まきスキルの棒を持てば簡単に３倍の収入が得られるのです。

東大阪の「ひびき」という障がい者の「作業活動を生活の柱とし、目的意識を持って労働に臨むことが出来より高い給料を得ることを目標に労働活動の充実を図っています」

そこのＫ所長さんは柔らかい脳を持っていて、自分の施設は農業をやっていないので。他の施設に塩まき農法を薦めていただいていますが、なかなか重い腰が上がらないので、大変残念です。

にんにく、玉ねぎ等のやりやすい作物栽培で、所得を上げてもらいたいと期待しております。
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ダントツ日本一の淡路島の成井さんの玉ねぎ、一個２５０円で「千疋屋」で売れています。


庄原市の増原さんのお米、和歌山有田みかんの岩本さん、家庭菜園の花木さんなど実績を取材詳しく書かれています。�その後も、塩まき（ミネラル）農法は進化を続け、現在では、異業種（レストラン、ブティック）などの参入もあります。�＊「現代農業」のバックナンバーはありません。必要な方はコピー　０７７-５３２-６３１０にＦＡＸ下さい。
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粒ぞろいの富有柿





農協を通さなくても営業なしでも売れる、口コミの力





２００７年８月号で、現代農業が味めて塩まき特集を出しました。私のコーチしている農家や家庭菜園などが１３件掲載されています。








障がい者の自立は棒高跳びの棒、


塩まき（ミネラル）農法スキルで３倍へ！





現代農業で塩まき農法が３０ページの特集を組んだ





平均８０歳以上の新進農家グループの


面白くて止められない農業とは？
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現在の宇田ファーム　玉ねぎ、にんにく








